





















































































































































































⑵「切支丹屋敷」 （通航一覧小日向志所載の図を模写したもの） ……………渡辺修二郎著『内政外教衝突史』 （民友社、明治
29・
8）






































































































































































































































































































































































































































































































〜一九六一、大正・昭和期の小説家、 「江戸から東京へ」 ［一九二〇〜二三］を『報知新聞』に連載した）が子供だったころ、小日向 丘陵一帯は樹木が多く「昼なお暗き深山の趣があった」という。だか























































































































































































































 of the Introduction of C
hristianity into C












































































































































































































































































































































13）佐藤太平著『大東京の史蹟と名所』 （博文館 昭和五年三月） 、一七三頁。
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  第六』 （東京市役所、昭和四年一月） 、一七九頁。
